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 特集にあたって 山本唯人 1
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◆食と農の危機を乗り越える力 ……………藤原麻子
◆元気で働き続けられる職場づくり ………小澤晴美
◆中小企業を支える女たち
…………………全国商工団体連合会婦人部協議会

◆巻頭言 ………………………………………松下英爾
◆凡夫の安全衛生記・67 　「さまざまな組織・立場
で⑤」臨床検査の世界で …………………福成雄三

◆漂流者たち―クミジョの肖像・18 ………本田一成
◆芸能従事者の今・14 ……………………森崎めぐみ
◆ILOインド・南アジアこぼればなし・17 …川上　剛
◆「＃教師のバトン」で伝わる教職員の過酷な勤務環
境・16 ………………………………………藤川伸治

◆大原孫三郎と清水安三・11 ………………兼田麗子
◆Talk to Talk……………………………………肝付邦憲

【特集】女性の活躍を創出し社会の活性化を目指す　

序　章　 政治・経済の動向と労働問題の焦点
≪特集≫　プラットフォーム労働の実態と課題
　　　　　　　　　  ――法的問題を中心に
第１部　労働経済と労働者生活
第２部　経営労務と労使関係
第３部　労働組合の組織と運動
第４部　労働組合と政治・社会運動
第５部　労働・社会政策
≪付録≫　労働組合の現状 ／労働組合名簿／統計／年表

特
集
一年間に起きた社会・労働分野の変化と

課題がわかる貴重なデータブック

最新2022年版 第92集

法政
大学大原社会問題研究所編

本年鑑５つの特徴
❶その年に起きた社会・労働分野の変化や問題、
課題を正確に記録、解説。
「特集」と「5つの基本テーマ」で構成、収録。
❷特に重要なテーマについては、「特集」でさらに
深く詳しく解説。

❸政治・経済・経営・社会保障などの視点からも論述。
❹理解が深まる豊富な図表とグラフ。
❺社会全体の動きやポイントになる出来事を
　６つの分野に分けて「年表」で巻末に収録。

〒162-0041　　東京都新宿区早稲田鶴巻町544 中川ビル4F
電話（０３）5579‐8974　　FAX（０３）5579‐8975　　http : //www.junposha.com/

16,500円（税込）
A5判・上製・536頁

――おもな内容――

『日本労働年鑑』は、日本の社会、政治、社会政策
の現在と過去の変容に関心のある人にとって貴重な
情報源となります。過去50年で、おそらく今日ほど労
働問題とそこから派生する経済、教育、社会福祉、社
会運動の諸分野の課題が多くの人々の関心を呼んで
いる時期はありません。私がこれらの問題について調
べるとき、バランスのとれた詳しい情報源として最初に
参照するのは『日本労働年鑑』です。

ハーバード大学歴史学部教授（日本近現代史、労働史）

アンドルー・ゴードン

推
薦
し
ま
す

日本労働年鑑


